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第
１
の
視
点
は
、
我
々
が

住
む
日
本
は
、
自
然
災
害
リ

ス
ク
の
発
生
の
面
か
ら
は
、

図
表
１
の
調
査
結
果
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
世
界
で
最

も
リ
ス
ク
指
数
が
高
い
と
い

う
事
実
を
も
っ
と
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ

る
。
こ
の
事
実
を
大
前
提
と

し
て
、
個
人
、
地
域
、
企
業
、

行
政
は
災
害
リ
ス
ク
対
応
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

３
つ
の
災
害
リ
ス
ク
指
数

の
国
際
都
市
比
較
か
ら
い
え

る
こ
と
は
、
日
本
の
主
要
な

５
大
都
市
（
東
京
、
横
浜
、

大
阪
、
神
戸
、
京
都
）
が
、

い
ず
れ
も
世
界
４
位
以
内
に

入
る
災
害
リ
ス
ク
度
の
高
い

危
険
な
都
市
で
あ
り
、
我
々

は
き
わ
め
て
災
害
リ
ス
ク
指

数
の
高
い
地
域
で
活
動
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
地
震

の
み
に
関
し
て
い
え
ば
、
筆

者
が
調
べ
た
範
囲
で
は
、
明

治
（
１
８
７
２
年
）
以
降
か

ら
、
平
成
の
２
０
１
１
年
ま

で
の
１
３
９
年
間
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
約
６
・
８

以
上
、
死
者
１
０
０
人
以
上

の
大
地
震
は
２０
回
発
生
し
て

い
る
。
つ
ま
り
日
本
で
は
約

６
・
９
年
の
間
に
１
回
の
頻

度
で
大
地
震
が
起
き
た
こ
と

に
な
る
。
ま
た
Ｍ
６
・
８
以

上
の
地
震
回
数
が
近
年
増
加

し
て
い
る
調
査
結
果
も
あ

る
。こ

う
し
た
調
査
結
果
や
歴

史
的
事
実
は
「
地
震
を
含
め

た
自
然
災
害
リ
ス
ク
が
世
界

最
大
の
国
が
日
本
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
学
校
教
育
の
早

期
か
ら
災
害
の
み
な
ら
ず
リ

ス
ク
全
般
を
含
め
た
リ
ス
ク

教
育
、
災
害
教
育
の
必
要

性
」
を
示
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
自
然
災
害
リ
ス
ク
に

関
す
る
過
去
の
事
実
や
歴
史

の
把
握
、
過
去
の
リ
ス
ク
対

応
の
失
敗
や
成
功
な
ど
の
学

び
を
通
じ
、
災
害
リ
ス
ク
の

正
し
い
知
識
の
吸
収
そ
し
て

油
断
の
気
持
ち
を
最
小
化
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
再
保
険
会
社
の
指

数
の
う
ち
、
特
に
②
の
脆
弱

性
は
、
自
然
災
害
リ
ス
ク
が

も
た
ら
す
損
害
の
程
度
は
自

然
的
問
題
の
み
な
ら
ず
、
我

々
の
社
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
国
の
脆
弱
性
に
か
か
わ

っ
て
い
る
点
、
つ
ま
り
社
会

の
脆
弱
性
の
問
題
が
リ
ス
ク

を
増
幅
し
て
い
る
点
も
重
要

で
あ
り
、
国
や
地
域
の
対
応

が
重
要
と
な
る
。

第
２
の
点
は
第
１
の
点
と

も
か
か
わ
る
が
、
自
然
災
害

リ
ス
ク
へ
の
効
果
的
な
対
応

に
は
図
表
２
に
見
る
よ
う
な

３
つ
の
施
策
（
リ
ス
ク
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
、
ハ
ー
ド
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
）
を
効
果
的
に

組
み
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
点
お
よ
び

リ
ス
ク
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、

ハ
ー
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
対
応
策
に
は
限
界
が
あ

る
点
で
あ
る
。

た
と
え
ば
地
震
リ
ス
ク
の

場
合
、
火
災
保
険
に
付
帯
し

て
加
入
す
る
地
震
保
険
へ
の

加
入
に
よ
り
リ
ス
ク
を
保
険

会
社
に
転
嫁
す
る
施
策
が
リ

ス
ク
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
代

表
例
で
あ
る
。
し
か
し
現
実

に
は
、
地
震
保
険
の
加
入
率

は
地
域
に
よ
り
ば
ら
つ
き
は

あ
る
が
全
国
平
均
で
約
２３
％

で
あ
り
、
し
か
も
保
険
金
の

支
払
額
は
加
入
時
の
加
入
金

額
、
保
険
金
額
な
ど
と
の
関

係
に
よ
り
比
例
填
補
さ
れ
、

ま
た
全
損
、
半
損
、
一
部
損

に
よ
り
支
払
い
条
件
に
差
が

あ
る
。
損
害
額
が
完
全
に
保

証
さ
れ
る
可
能
性
は
現
状
で

は
非
常
に
低
い
。
保
険
は
あ

く
ま
で
も
リ
ス
ク
発
生
後
の

経
済
的
保
障
の
回
復
手
段
で

あ
り
、
担
保
内
容
の
改
善
な

ど
が
な
い
限
り
そ
の
保
護
率

は
低
い
。

他
方
、
地
震
リ
ス
ク
制
御

を
目
的
と
す
る
耐
震
、
転
倒

防
止
な
ど
の
リ
ス
ク
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
策
を
講
じ
て
お
く

必
要
も
あ
る
。
地
震
に
よ
る

最
大
の
損
害
は
死
亡
で
あ

る
。
犠
牲
に
な
ら
な
い
た
め

の
防
止
策
を
立
て
て
お
く
こ

と
が
基
本
で
あ
り
、
ま
ず
自

分
で
で
き
る
対
策
の
早
期
実

施
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
（
自
助
）
。

地
震
に
よ
る
津
波
リ
ス
ク
に

関
し
て
は
、
防
波
堤
、
防
潮

堤
、
津
波
警
報
な
ど
の
国
を

始
め
と
し
た
行
政
の
協
力
が

必
須
で
あ
る
（
公
助
）。

こ
う
し
た
ハ
ー
ド
面
の
リ

ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
重

要
で
あ
る
が
、
東
日
本
大
震

災
で
は
、
莫
大
な
資
金
と
長

期
に
わ
た
る
建
設
期
間
を
費

や
し
た
宮
古
市
田
老
地
区
の

万
里
の
長
城
と
も
い
わ
れ
た

防
波
堤
、
防
潮
堤
の
効
果
は

極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
こ
の
防
波
堤
の
存

在
が
近
隣
住
民
の
津
波
へ
の

警
戒
心
を
弱
く
し
て
い
た
点

も
事
実
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
面

の
充
実
が
皮
肉
に
も
人
の
心

の
面
の
ソ
フ
ト
面
を
弱
体
化

さ
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
第

３
点
と
し
て
指
摘
す
る
ソ
フ

ト
面
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
よ

り
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

２
０
１
１
年
３
月
１１
日
午
後
２
時
４６
分
頃
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
の
大

地
震
と
大
津
波
に
よ
る
甚
大
な
人
的
・
財
産
的
損
害
、
そ
れ
ら
に
よ
る
福
島
原
発

事
故
が
も
た
ら
し
た
放
射
能
漏
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
に
多
様
な
複
合
被
災
を

生
じ
さ
せ
た
。
そ
の
影
響
は
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
海
外
の
経
済
活
動
に
も
そ

の
直
接
的
損
害
お
よ
び
間
接
的
損
害
を
与
え
、
現
在
も
そ
の
影
響
が
続
い
て
い

る
。
１
日
も
早
い
復
興
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
本
紙
で
は
、
今
後
、
よ
り

効
果
的
な
災
害
リ
ス
ク
対
応
を
図
る
た
め
の
施
策
を
い
く
つ
か
の
視
点
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
検
討
し
て
み
た
い
。

第
３
点
の
ソ
フ
ト
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
（
以
下
、
Ｓ
Ｃ
）

は
、
視
点
１
で
指
摘
し
た
学

校
教
育
と
も
か
か
わ
る
防
災

教
育
、
リ
ス
ク
情
報
の
共

有
、
避
難
訓
練
、
家
庭
、
地

域
で
の
話
し
合
い
、
過
去
の

被
災
者
か
ら
の
言
い
伝
え
、

地
域
住
民
同
士
、
地
域
と
企

業
や
組
織
間
の
協
力
関
係
の

強
化
な
ど
を
い
い
、
単
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
ハ
ー
ド
な
資
本

に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、

普
段
の
住
民
同
士
の
関
係

性
、
信
頼
感
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
の
無
形
資
産
あ
る
い

は
社
会
関
係
資
本
の
強
化
を

い
う
。

Ｓ
Ｃ
の
利
点
と
し
て
、
①

大
が
か
り
な
ハ
ー
ド
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
策
に
比
べ
、
経
済

的
、
時
間
的
コ
ス
ト
が
低
く

て
す
む
。
②
Ｓ
Ｃ
の
強
化
は

単
に
防
災
、
減
災
に
役
立
つ

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
犯
罪

防
止
さ
ら
に
は
地
域
の
活
性

化
、
雇
用
率
の
向
上
、
医
療

費
の
減
少
に
も
貢
献
す
る
こ

と
が
調
査
結
果
か
ら
も
わ
か

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
諸
問

題
は
ま
さ
に
日
本
が
現
在
抱

え
て
い
る
社
会
的
問
題
で
あ

る
。
社
会
的
関
係
資
本
の
醸

成
を
ベ
ー
ス
と
す
る
Ｓ
Ｃ
が

災
害
リ
ス
ク
の
み
な
ら
ず
、

犯
罪
、
雇
用
、
医
療
面
で
の

リ
ス
ク
の
最
小
化
に
貢
献
す

る
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
効

用
、
厚
生
に
も
貢
献
し
て
お

り
、
こ
の
面
で
の
Ｓ
Ｃ
の
持

つ
機
能
は
非
常
に
大
き
い
。

自
然
災
害
リ
ス
ク
に
対
し

て
は
①
被
災
直
後
の
人
的
損

失
（
死
亡
、
傷
害
他
）
の
最

小
化
②
被
災
に
よ
る
財
産
的

損
失
の
回
復
③
被
災
者
の
心

理
的
損
失
の
回
復
④
将
来
の

同
種
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力
な

ど
が
重
要
で
あ
る
が
、
①
、

③
と
Ｓ
Ｃ
と
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
以
下
、
付
言
し
て
お

き
た
い
。

①
の
被
災
直
後
の
人
的
損

失
（
死
亡
、
傷
害
他
）
の
最

小
化
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｃ
対
応

に
よ
り
効
果
が
あ
っ
た
例
と

し
て
、
東
日
本
大
震
災
で
大

き
な
損
害
を
受
け
た
釜
石
市

の
２
つ
の
隣
接
し
た
学
校
の

生
徒
が
全
員
無
事
に
津
波
被

災
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
事
実
が

あ
る
。
具
体
的
に
は
普
段
か

ら
の
防
災
教
育
、
昔
か
ら
の

言
い
伝
え
、
機
転
の
利
い
た

生
徒
の
柔
軟
な
思
考
な
ど
、

Ｓ
Ｃ
に
か
か
わ
る
諸
活
動
が

う
ま
く
連
動
さ
れ
、
５
８
０

人
以
上
の
生
徒
が
全
員
無
事

で
あ
っ
た
。

③
の
被
災
者
の
心
理
的
損

失
の
回
復
の
重
要
性
は
、
図

表
３
の
調
査
結
果
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

仮
設
住
宅
の
入
居
に
あ
た

り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
な
か
っ

た
結
果
、
新
し
い
人
間
関
係

（
つ
な
が
り
）
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
こ
れ

が
大
変
で
あ
っ
た
と
い
う
項

目
が
全
体
の
２５
・
１
％
で
、

２
番
目
に
苦
労
し
た
項
目
で

あ
る
。
「
す
ま
い
」
の
問
題

が
仮
設
住
宅
の
問
題
と
な

り
、
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
の

問
題
が
「
つ
な
が
り
」
の
問

題
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
壊
れ
な

い
よ
う
な
入
居
へ
の
配
慮
」

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
対
応

も
、
人
と
人
と
の
絆
、信
頼
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る

ソ
フ
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
お

よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
の
問
題
で
あ
る
。

災
害
リ
ス
ク
指
数
の
高
い

日
本
で
は
あ
る
が
、
復
元
力

を
醸
成
す
る
こ
と
に
よ
り
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
復
元
力
の
源
泉
の
一

つ
が
個
人
、
地
域
、
企
業
、
国

が
使
命
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち

続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
柔
軟

な
思
考
と
行
動
力
を
も
つ
こ

と
で
あ
る
。
悲
惨
な
被
災
地

に
も
、
桜
の
花
は
今
年
も
何

も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
し

っ
か
り
と
咲
い
て
く
れ
た
。

被
災
地
が
、ま
た
日
本
が
、桜

の
よ
う
に
力
強
く
復
元
す
る

日
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

（
う
え
だ
・
か
ず
お
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
商
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
商
学
博
士
（
早
稲
田
大

学
）
。
現
在
、
専
修
大
学
商
学
部
教
授
。
専
修
大
学
大

学
院
商
学
研
究
科
長
。
専
修
大
学
社
会
関
係
資
本
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
員
。
日
本
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

理
事
長
。
専
門
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
保
険
。

・多様な防災・減災対策

・マニュアル

・規制

・信頼・絆・ネットワークの醸成

・避難訓練、言い伝え、経験の

伝承

・リスク情報の共有（防災、安

全教育）

東
日
本
大
震
災
と

ソ
フ
ト
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

図表３ 阪神淡路大震災の５年後、被災者は何に苦労しているか

図表２ 地震リスクへの多様な対応と

ソフト・コントロール

地震保険、共済

経済的支援制度

ハード・コントロール

ソフト・コントロール

リスク・ファイナンス

リスク・コントロール

ソーシャル・キャピタル

地震リスク

災災
害害
リリ
スス
クク
のの

高高
ささ
をを
認認
識識
すす
るる

行
政
の
対
応
と
と
も
に

上田 和勇

住
民
の
〝
絆
〟が
不
可
欠

商学部教授

無無
形形
資資
産産
、、
社社
会会

関関
係係
資資
本本
のの
強強
化化

３３
つつ
のの
施施
策策
のの

効効
果果
的的
活活
用用
がが
柱柱

図表１ 世界主要都市の災害リスク指数

柔
軟
な
思
考
と
行
動
力
で

▶

被
災
地
で
は
例
年
と
変
わ
ら
ず
桜
が
咲
い
た

▶◀

第４９３号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）１０月１５日（３）


